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令和３年度 教育活動アンケートのまとめ 

 

 早春の候、保護者の皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

また、日頃より本校の教育活動へのご理解・ご協力をいただき、ありがとうございます。 

 さて、昨年１２月と今年２月に保護者や児童、地域の皆様を対象に実施した学校アンケ

ートの集計ができましたので、下記のとおり報告いたします。お忙しい中、ご協力をいた

だきありがとうございました。 

 今後も、保護者や地域の皆様と連携を深めながら、子どもたちを健やかに育んでいきた

いと考えます。教職員一同、力を合わせて令和４年度の学校運営の充実を目指してまいり

ます。 

記 

１ 保護者アンケートの結果から 

 〇 回答が７割を超える肯定的な評価が１９項目中１８項目となっており、おおむね 

ニーズに応じた学校教育活動を実施することができたと考えられる。 

 〇 今年度もコロナ禍にあり、「感染拡大防止対策を行い、安心安全な学校生活に努めて 

いる」という回答が一番高い評価を得た。これは保護者の理解と協力が大きい。 

〇 教育相談についても、日常的に相談しやすい環境づくりやスクールカウンセラーの 

 派遣等により、質問項目の中で高評価であった。 

 〇 今年度トイレの改修工事が行われ、洋式化・床のドライ化により清潔な環境が整っ 

  たことも評価された。 

 ▼ おおむね肯定的な評価を得たものの、昨年度と比較すると評価が下がっている項目 

もみられます。教育目標達成に向けて取り組みの改善と、コロナ禍であっても活動の 

様子が伝わるよう努力をしていきたい。 

２ 児童のアンケートの結果から 

 〇 「学校は楽しいですか」「仲よしの友達はいますか」について 9割７分が肯定的な 

回答であった。１学年を除き単クラスの本校であるが、日々の課題を解決しながら良 

好な人間関が築けていると考えられる。 

 〇 「そうじや係の仕事」に関して、９割８分の児童が肯定的な回答であった。自尊心 

の向上のために、今後も役割を持たせるとともに達成感が取得できるよう指導支援評 

価をしていく。 

 ▼ 授業についてはやや消極的な傾向がみられる。「主体的・対話的で深い学び」を目 

指し、教職員の授業改善と児童の意欲向上を目指したい。 

３ 地域の方からの評価 

 〇 １１項目中１０項目で肯定的な評価をいただいた。コロナ禍で学校の様子を直接見 

ていただく機会は少なかったが、工夫しながら今後も開かれた学校を目指していく。 

 

 ※今後学校ホームページに調査結果のグラフを掲載しますので、ご覧ください。 


